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『サロベツ・エコモー・プロジェクト（以下、エコモー）』はサロベツの自然や文
化を楽しむ活動の輪を広げ、豊かな地域を次世代に繋げるためのプロジェクトです。

サロベツでは、湿原の自然と人との共存を目指して自然再生事業が進められていま
す。しかし『自然再生』という言葉を聞くと「専門的」や「難しい」などのイメージ
を持つ人も少なくありません。

そこで、自然再生の取り組みがおこなわれているサロベツをもっと身近に感じても
らいたい、というのがこのプロジェクトのねらいです。

平成２３年を迎え、今年から第４期上サロベツ自然再生協議会が平成２３年２月～平成２５年１月の任期で始

まります。この２年間で、自然再生の取組がより一層進むように、事務局として協議会の会議の円滑な運営に向

けて努力を致しますので、宜しくお願い致します。 （事務局）

サロベツ・エコモー・プロジェクトとは？

エコモーは上サロベツ自然再生協議会内の普及
活動支援ワーキンググループが中心となり、地
域で活動するさまざまな人や団体の皆さんの協
力のもと、運営しています。

エコモーを通じて、サロベツの魅力を知
るサロベツファンが増えることがその第一
歩と考えていますので、『自然』の中での
活動に限っていません。サロベツで行って
いる活動・サロベツにちなんだ活動であれ
ばOKです。
『人と自然が共に元気なサロベツ作り』に
つながるあなたの活動もぜひ！

エコモーでは、今年もサロベツに関する
さまざまな活動を募集しています。活動場
所は自由でどなたでも応募できます。



ポニーの幌馬車（夏）・馬ソリ（冬）
サロベツ花札をつくろう
世界湿地の日記念イベント
雪のサロベツ原野を歩こう！
サロベツ水族館、サロベツ動物園に行こう
ほとり交流
サロベツ学会
サロベツ人気ＵＰ作戦 「何もないとは言わせないぞ」サロベツ観察会
サロベツの真ん中の音楽会～さよならビジターセンター 今までありがとう～
外来種からサロベツを守ろう！
サロベツにフットパスを作ろう！
稚咲内砂丘林に樹木を取り戻そう！

「上サロベツ自然再生協議会」運営事務局 代表
〒098-4110 天塩郡豊富町大通６丁目 豊富町商工観光課

ＴＥＬ: 0162-82-1001 ＦＡＸ: 0:162-82-2806
E-mail: saisei@town.toyotomi.hokkaido.jp

サロベツの自然再生については、

http://www.town.toyotomi.hokkaido.jp/

http://sarobetsu-saisei.jp/
もご覧ください。

サロベツ・エコモー・プロジェクト
の活動報告会を開催しました。

サロベツ・エコモー・プロジェクト

2010の活動報告会が、平成22年11月

28日（日）にサロベツ湿原センターで開

催されました。昨年1年間、サロベツを楽

しみ、サロベツの魅力を伝える活動を実施

した方々からの報告が行われました。

報告会では、8人の発表者から合計13

個の活動を報告がありました。発表者の構

成は本当にバラバラで、年齢は高校生から

仙人と呼ばれる年の方までいらっしゃいま

したし、一番遠くからは札幌から来てくれ

た大学生でした。

発表の内容はといいますと、サロベツ原

野の花をモチーフにした花札を作ったとい

うものから昨年閉鎖されたビジターセン

ターでの思い出つくりに音楽会を開催した

という報告まで多岐に渡っていました。す

べての報告は魅力にあふれ、とても楽しい

ものでした。当日の発表のタイトルだけに

なりますが、紹介します。

タイトルからだけでも、少しは参加者の活動の魅力は伝わったでしょうか？

このサロベツ・エコモー・プロジェクトは、もちろん今年も実施されます。たくさん

の方々のご参加をお待ちしています。
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